
 
大分市は８月２日、大分県は８月９日に協議をおこない

ました。 

 

３９項目の要求について、県より回答うけ、協議をすす

めました。 

（土地改良会館５Ｆ会議室） 

猛暑つづきのなか、日田生健会よりの強い要望である生活

保護利用者への夏季加算の新設については、「国へ要望す

る」「県独自の新設は困難」との回答にとどまりました。 

県営住宅の営繕要求も多数だされ、「現地調査」を約束し

ました。 

「消費税増税中止」「子ども医療の中学校卒まで無料に」「高

い国保税の引き下げ」「介護負担の軽減」など、多くの要望 

で協議が進められました。 

 

大分市では４２項目の

要求で協議をおこないま

した。ワンコインバスに

ついて、「暮らしにも財布

にもやさしい制度」「全国

に誇れる高齢者者施策」 

（市教育委員会室）  「１００バス存続」への強い

要望が寄せられました。また減らない年金を、定額年金者

への底上げ対策について議論が集中しました。生活保護で

は、保護決定は１４日以内という法定期限を守るとりくみ

がすすめられていることなどが明らかになりました。 

 

 

 

              ８月１０日、記念講演は、

「生活保護はこれでいいの

か？」－フランスとの比較

からの課題ーと題して都留

民子氏が講演しました。同

じ資本主義国でありながら 

（コンパルホール３０５）日本の社会保障の貧困を痛感さ

せられました。総会は、活動報告、活動方針、予算案、新

役員を承認しました。 

 

 

８月１７日、党市議団主催の市政懇談会は、アートプラザ

研修室で開催されました。 

私は、６月市議会に提案された予算議案等の内容、ワン

コインバス継続求める陳情の審議経過と結果、今後の運動

について、１０月からの消費税増税にともない手数料など

の値上げ、幼保無償化、プレミアム商品券などの反動減対

策について報告し、消費税増税中止のとりくみを訴えまし

た。岩崎・斉藤両市議も一般質問内容と成果などについて

報告しました。 

参加者からは「ワ

ンコインバス守

る運動を強めよ

う」「消費税は中

止させましょう」

「祝祭広場、イル

ミネーション事

業、豊予海峡計画 

（アートプラザ研修室）    などの無駄遣いを

やめさせよう」などの意見・要望が寄せられました。懇談

会の終了後、中心商店街でのワンコインバスを守る署名活

動に参加しました。 

 

補正予算などの審議と前年度の決算審査の議会となります。 
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